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2広報いずみ ２００６（平成１８年）１２/１号

　
　

月　

日
、
新
出
水
市
誕
生
記
念
式
典

１０

１５

が
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
県
選
出
の
国

会
議
員
や
県
議
会
議
員
、
市
民
ら
約　

人
７００

が
出
席
し
、
新
市
誕
生
を
祝
う
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
市
立
少
年
少
女
合
唱
団
と
出

水
中
学
校
合
唱
部
に
よ
る
み
ず
み
ず
し
い

歌
声
で
開
幕
。
渋
谷
市
長
が
、「
新
出
水

市
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
。
旧
市
町
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
市
政
運

営
を
図
り
ま
す
。�
人
と
自
然
が
融
和
し

た　

に
ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市　

出
水

市
�の
実
現
に
向
け
皆
様
と
と
も
に
取
り

組
み
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

合
併
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
で
は
、
７

人
に
総
務
大
臣
表
彰
、　

人
に
市
長
特
別

１４

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
場
小
学
校
６
年
の
吹
春
陽
平
君
が
、

「
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、
す
べ
て
の
人

が
安
心
し
て
毎
日
の
生
活
が
で
き
る
市
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
新
市
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
表
し
た
ほ
か
、
新
市
の
産
業
や
文

化
な
ど
を
紹
介
し
た「
き
の
う
か
ら
あ
し

た
へ
」と
題
し
た
ビ
デ
オ
の
上
映
も
あ
り

ま
し
た
。

（
氏
名
）　
　
　
　
（
旧
役
職
名
）

平
原　

三
男　
　

高
尾
野
町
長

�
満　

重
人　
　

野
田
町
長

近
藤　

順
一　
　

出
水
市
議
会
議
長

垣
内　

雄
一　
　

出
水
市
議
会
議
長

堀
口　

文
治　
　

高
尾
野
町
議
会
議
長

松
田　

一
俊　
　

野
田
町
議
会
議
長

山
田　

三
夫　
　

野
田
町
議
会
議
長

（
敬
称
略
）

（
氏
名
）　
　
　
　
（
旧
役
職
名
）

野
内　

清
隆　
　

高
尾
野
町
助
役

大
田　

正
�　
　

出
水
市
助
役

井
町　

直
致　
　

野
田
町
助
役

井
手　

正
弘　
　

出
水
市
議
会
議
員

上
原　

眞
吉　
　

高
尾
野
町
議
会
副
議
長

本
城　

利
明　
　

高
尾
野
町
議
会
副
議
長

山
上　

康
�　
　

野
田
町
議
会
副
議
長

小
幡　

重
政　
　

出
水
市
学
識
経
験
者

滝
本　

俊
治　
　

出
水
市
学
識
経
験
者

矢
野　

ミ
ツ　
　

出
水
市
学
識
経
験
者

遠
矢　

一
夫　
　

高
尾
野
町
学
識
経
験
者

山
元　

一
夫　
　

高
尾
野
町
学
識
経
験
者

特
手　

祐
治　
　

野
田
町
学
識
経
験
者

石
澤　

信
子　
　

野
田
町
学
識
経
験
者

（
敬
称
略
）

元気にメッセージを読み上
げる吹春君

新「出水市」の誕生を祝う 

合
併
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰

合
併
功
労
者

市
長
特
別
表
彰



3 広報いずみ ２００６（平成１８年）１２/１号

創
立

周
年
の
記
念
総
会
で

20

感
謝
状
を
贈
呈

　

第　

回
西
日
本
オ
ー
ル
ド
カ
ー

１９

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が　

月
３
日
、

１１

野
田
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
生
産

か
ら　

年
以
上
経
つ
車
や
１
千
�

２０

ク
ラ
ス
の
ビ
ッ
グ
バ
イ
ク
な
ど
、

約　

台
が
並
び
ま
し
た
。

３００

　

来
場
者
は
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム

を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
オ
ー
ナ
ー

の
許
可
を
も
ら
い
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
野
田
中
学
校
１

年
生
が
中
世
の
武
者
に
ふ
ん
し
、

天
神（
野
田
）公
民
館
か
ら
熊
陳
馬

場
を
通
り
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
会
場
ま
で
武
者
行
列

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
」（
中
村
節
会

長：

安
原
出
身
）は
、
旧
出
水
市
出
身
で
、

関
東
地
区
在
住
等
の
１
千　

人
を
超
え
る

７００

会
員
の
方
々
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
会

で
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
や「
ふ
る

さ
と
出
水
」の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
東
京
で
総
会
を
開
催
さ
れ
、
今
年

は　

回
目
の
記
念
総
会
が　

月　

日
、
多

２０

１０

２９

く
の
会
員
、
市
や
市
商
工
関
係
者
出
席
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
記
念
す
べ
き
総
会
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の「
ふ
る
さ
と
」の
発
展
に
対
す

る
長
年
の
ご
功
績
に
対
し
、「
ふ
る
さ
と

出
水
」を
代
表
し
て
渋
谷
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
に
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
て「
ふ
る
さ
と
出
水
」の
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
特

に
平
成
９
年
の
針
原
土
石
流
災
害
や
今
年

７
月
の
県
北
部
豪
雨
災
害
時
に
は
会
を
挙

げ
て
支
援
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、
先
の

豪
雨
災
害
で
は
、
会
の
運
営
費
か
ら　

万
５０

円
の
ほ
か
、
会
員
等
か
ら
募
っ
た　

万
円

１７２

余
り
も
の
心
温
ま
る
義
援
金
が
贈
ら
れ
、

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
復
興
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
関
東
に
は
、
旧
高
尾
野
町
と
旧

野
田
町
の
出
身
者
で
そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ

て
い
る「
東
京
高
尾
野
会（
轟
木
昭
俊
会

長：

松
ヶ
野
出
身
）」、「
東
京
野
田
会（
田

代
貞
幸
会
長：

町
出
身
）」が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
発
展
を
願
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

創
立　

周
年
の
記
念
総
会
で

20

感
謝
状
を
贈
呈

秋
晴
れ
の
中　

名
車　

台
集
合
！

３００

郷土芸能「野田町の山田楽」も披露さ
れ会場を盛り上げました

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会

� ������������������������������������



4広報いずみ ２００６（平成１８年）１２/１号

�
美
し
い
歌
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た

　

新
市
誕
生
後
初
の
文
化
祭
が
、　

月　
１０

２８

日
、
同　

日
に
野
田
地
域
で
、　

月
４
日
、

２９

１１

同
５
日
に
は
出
水
地
域
で
、
ま
た
、　

月
１１

　

日
、
同　

日
に
高
尾
野
地
域
で
開
催
さ

１１

１２

れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
と
も
展
示
部
門
と
芸
能
部
門
に

分
か
れ
て
開
催
。
展
示
部
門
を
各
体
育
館

等
で
行
い
、
芸
能
発
表
を
各
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
や
市
文
化
会
館
で
行
い
ま
し

た
。

　

芸
能
部
門
で
は
、
舞
踊
、
太
鼓
、
ダ
ン

ス
、
バ
レ
エ
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
各
地
域

の
団
体
や
職
場
、
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
が
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
部
門
で
は
、
絵
画
や
書
道
、

陶
芸
、
編
み
物
な
ど
の
様
々
な
作
品
の
展

示
の
ほ
か
各
流
派
の
茶
道
団
体
が
訪
れ
た

市
民
ら
に
お
茶
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

各
地
域
、
各
会
場
と
も
多
く
の
参
加
者
、

観
覧
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

出水市文化祭を 
　野田・出水・高尾野の 
　　　　　　　　各地域で開催 

出水市文化祭を 
　野田・出水・高尾野の 
　　　　　　　　各地域で開催 

出水市文化祭を 
　野田・出水・高尾野の 
　　　　　　　　各地域で開催 

�
か
わ
い
い
作
品
も
並
び
ま
し
た

会
場
い
っ
ぱ
い
に
文
化
の
薫
り

会
場
い
っ
ぱ
い
に
文
化
の
薫
り 
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出水市文化祭出水市文化祭

芸能（野田農村環境改善センター）

展示（野田体育館）

芸能（文化会館）

展示（総合体育館）

芸能（高尾野農村環境改善センター）

展示（高尾野体育館）

野
田
地
域

出
水
地
域

高
尾
野
地
域



6広報いずみ ２００６（平成１８年）１２/１号

みんなで考えよう 行政改革！②みんなで考えよう　行政改革！②

　

人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
・
多
様
化
な
ど
社
会
情
勢
の
変

化
に
一
層
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
今
日
、
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
は
、
新
し

い
視
点
に
立
っ
て
不
断
に
行
政
改
革
に
取

り
組
み
、
そ
の
体
制
を
刷
新
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
各
地
方
公
共
団

体
に
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
等
を
策
定
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
あ
っ
て
は
、
新
市
誕
生
後
の
現

在
、
行
政
改
革
大
綱
等
の
策
定
を
鋭
意
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
策
定
過

程
に
つ
い
て
速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
等
を
通
じ
て
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
今
回
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
広
報
い
ず
み
お
知
ら
せ
版　

月
１１

　

日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ

１５の
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
行
政
改
革
実
施

計
画
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
ご
意
見
等
）を
募
集
中
で
す（　

月　
１２

１２

日
ま
で
）。

　

行
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方　

１　

改
革
の
目
指
す
も
の

　

市
民
が
行
政
の
主
役
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
行
政
の
透
明
性
の
確
保
や
情
報
の

共
有
化
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
参
画
に
よ
り
安
定
し
た
行

財
政
基
盤
を
構
築
し
、
行
政「
運
営
」か
ら

行
政「
経
営
」へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
志
向
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
市
民
と
行
政
が
相
互
に
連
携
し

た
協
働
の
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
、『
人

と
自
然
が
融
和
し
た　
に
ぎ
わ
い
あ
る
元

気
都
市　
出
水
市
』の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

２　

改
革
の
取
り
組
み
の
視
点

�　

市
民
視
点

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
す
。
顧

客
満
足
度
を
高
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
を
実
現
す
る

組
織
や
人
事
な
ど
の
制
度
を
見
直
し
ま
す
。

�　

市
民
参
画
・
協
働

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
と
市
民
が
一
緒

に
汗
を
か
く
こ
と
で
、
初
め
て
成
し
遂
げ

ら
れ
る
も
の
で
す
。
市
民
と
の
情
報
の
共

有
化
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
計
画

（Plan

）↓
実
行（D

o

）↓
評
価（C

heck

）↓

改
善（A

ction

）の
各
段
階
で
市
民
が
主
体

的
に
参
加
で
き
る
制
度
づ
く
り
と
環
境
整

備
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
と
行
政
と
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
尊
重
し

な
が
ら
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

�　

自
主
性
・
自
立
性

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
地
域
の
特
性
を

生
か
し
、
自
ら
が
考
え
、
自
ら
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
と

同
時
に
、
自
ら
も
市
民
と
の
連
携
を
深
め
、

時
代
の
変
化
に
迅
速
・
的
確
に
対

応
す
る
効
率
的
な
政
策
企
画
や
行

財
政
経
営
に
努
め
、
自
治
体
間
競

争
に
勝
ち
抜
け
る
自
立
し
た
自
治

体
を
目
指
し
ま
す
。

�　

経
営
型
行
政
運
営
へ
の
移
行

　

市
民
本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
民
間
の
経
営

手
法
を
積
極
的
に
導
入
し
、
職
員

の
意
識
改
革
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
に
積
極
的
な
情
報
公
開
を
行

い
、
情
報
の
共
有
化
を
進
め
、
成

果
の
重
視
さ
れ
る
行
政
経
営
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
ししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

現
在
策
定
し
て
い
る

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

行
政
改
革
大
綱
っ
て
何
？

さらに次の 
Ｐｌａｎに 
生かす 

事務事業の 
計画・立案 

実行・ 
一部実行 

一定期間後 
点検・評価 

見直し・ 
改善 

Ｐｌａｎ 

Ｄｏ 

Ｃｈｅｃｋ 

Ａｃｔｉｏｎ 
市民 
参画 

ＰＤＣＡサイクルの概念図
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みんなで考えよう 行政改革！③みんなで考えよう　行政改革！③

３　

計
画
期
間

　

本
大
綱
の
計
画
期
間
は
、
平
成　

年
度

１８

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま

２２

す
。

　

行
政
改
革
の
取
り
組
み
の
柱

　

大
綱
に
お
け
る
行
政
改
革
へ
の
取
り
組

み
は
、
左
記
の
体
系
図
の
と
お
り
、
３
つ

の
取
組
項
目
と
そ
れ
ら
を
支
え
る　

本
の

１０

柱
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。　

本
の
柱
そ

１０

れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

大
綱
と
同
時
に
策
定
を
進
め
て
い
る
行
政

改
革
実
施
計
画
に
明
記
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
を
推
進
す
る
も
の

�　

行
政
改
革
実
施
計
画
の
策
定

　

行
政
改
革
を
具
体
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、『
行
政
改
革
実
施
計
画
』を

本
大
綱
の
実
施
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

こ
の
実
施
計
画
に
は
、
本
大
綱
の
計
画
期

間
５
年
間
に
お
け
る
各
年
度
の
具
体
的
計

画
を
盛
り
込
み
ま
す
が
、
毎
年
度
、
そ
の

内
容
を
評
価
し
、
必
要
な
改
善
を
行
い
ま

す
。

�　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

　

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
、

左
記
ア
〜
カ
に
掲
げ
る
事
項
を
中
心
に
、

平
成　

年
度
を
起
点
と
し
、
お
お
む
ね
平

１８

成　

年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

２１
明
示
し
た『
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』を
策
定
し
、

目
標
の
数
値
化
、
達
成
時
期
な
ど
市
民
に

分
か
り
や
す
い
指
標
で
公
表
し
ま
す
。

ア　

事
務
事
業
の
再
編
整
理
、
廃
止
統
合

イ　

民
間
委
託
等
の
推
進（
指
定
管
理
者

制
度
の
活
用
を
含
む
）

ウ　

定
員
管
理
の
適
正
化

エ　

手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
給

与
の
適
正
化（
給
料
表
の
運
用
、
退

職
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
等
諸
手
当

等
の
見
直
し
等
）

オ　

地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

カ　

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

�　

個
別
の
行
政
改
革
諸
計
画

　

改
革
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、

左
記
の
諸
計
画（
名
称
は
い
ず
れ
も
仮
称
）

等
も
平
成　

年
度
中
を
め
ど
に
各
所
管
課

１８

で
策
定
し
ま
す
。

出水市行政改革施策の体系図

改革の取り組みの 

視点 

市民視点 
市民参画・協働 
自主性・自立性 
経営型行政運営への移行 

経営型行政運営への取り組み 自主性・自立性の高い 
財政運営の確保 

協働のまちづくりに 
向けた取り組み 

行
政
情
報
開
示
の
推
進
 

市
民
と
の
協
働
 

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化
 

公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
 

補
助
金
等
の
整
理
統
合
化
 

歳
入
確
保
と
経
費
節
減
 

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
 

市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
 

人
材
の
育
成
 

コ
ス
ト
を
意
識
し
た
効
率
的
・
効
 

果
的
な
行
政
運
営
 

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
迅
速
に
対
応
 

可
能
な
組
織
機
構
等
の
構
築
 

個別の行政改革諸計画

�『定員適正化計画』　（新市まちづくり推進課）
�『組織機構改革方針』　（新市まちづくり推進課）
�『公の施設見直し基本方針』　（新市まちづくり推進課）
�『指定管理者移行計画』　（新市まちづくり推進課）
�『人材育成基本方針』　（総務課）
�『パブリックコメント手続』　（企画調整課）　※既に実施中
�『財政改革プログラム５カ年計画』　（財政課）

※（　）内は所管課を表しています。

　

次
号
で
は
、
行
政
改
革
実
施
計

画
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。
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おお らら せせ知知

鹿児島県人権啓発キャラクター

　

今
回
の
人
権
週
間
で
は
、
次
の

　

項
目
を
強
調
事
項
に
掲
げ
て
い

１５ま
す
。

◆
強
調
事
項
◆

◎
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

◎
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◎
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

◎
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

◎
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◎
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

◎
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

◎
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

◎
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◎
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

◎
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

◎
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

◎
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

◎
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う

﹇
特
設
人
権
相
談
﹈

　

家
族
間
の
問
題
や
相
続
・
財
産

の
問
題
、
差
別
・
い
じ
め
問
題
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　

時　
　

月
５
日（
火
）午
前　

１２

１０

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場　

所

▼
市
中
央
公
民
館

▼
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

▼
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

﹇
人
権
擁
護
委
員
﹈

　

本
市
で
は
、
次
の
方
々
が
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お

り
、
特
設
人
権
相
談
日
以
外
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
敬
称
略
）。

　

池
田
博
芳
、
番
家
幸
市
、

　

肱
岡
彰
子
、
荒
木
妙
子
、

　

椎
原
京
子
、
畠
中
大
喜
、

　

小
島
政
幸
、
東
畠
政
子
、

　

中
里
洋
子
、
川
畑
純
義

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

　
（
�
�
４
０
４
２：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課
市
民

生
活
係（
�
�
５
４
１
４：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
係（
�
�
４
８
１
３：

直
通
）

▽
市
中
央
公
民
館
内
社
会
教
育
課

　
（
�
�
２
１
０
６
）

﹇
県
下
一
斉
電
話
相
談
﹈

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別

な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）午
前　

１２

１０

１０

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

電
話
番
号

　

０
５
７
０
―
７
０
０
７
８
３

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ⅰ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

▽
鹿
児
島
地
方
法
務
局

▽
鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会

　平成１８年６月に、北朝鮮当局による人権侵害問題
に関する国民の認識を深めるとともに、国際社会と
連携しつつ北朝鮮当局による人権侵害問題の実態を
解明し、その抑止を図ることを目的として、「拉致
問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処
に関する法律」が施行されました。

１２月１０日（日）から同１６日（土）までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

　「世界人権宣言」は基本的人権および自由を遵守し確保するた
めに、昭和２３年１２月１０日の国際連合総会で採択されました。
　これを記念して国際連合は、１２月１０日を「人権デー」と定め、
すべての加入国に対し、人権擁護活動を推進するための各種行
事を実施するように要請しています。
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、１２月４日から同１０日
までを「人権週間」として広く国民に呼び掛け、人権意識の普及
高揚を図っています。

第５８回人権週間 育てよう 一人一人の 人権意識
―思いやりの心・かけがえのない命を大切に―

１２月４日から同１０日までは人権週間です！
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�
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�
�
�
�
�
�
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水
道
課
で
は
、
毎
月
１
日
か
ら

水
道
使
用
量
の
検
針
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
１
月
は
、
１
日
か
ら
３

日
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
一
部
の
地
域
で
は
、　

月
１２

　

日（
水
）か
ら
同　

日（
金
）ま
で

２７

２９

の
間
に
繰
り
上
げ
て
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
水
道
課
業
務
係

　
（
�
�
４
０
８
２：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
水
道
課

　
（
�
�
５
４
５
３：

直
通
）

▽
野
田
支
所
水
道
課

　
（
�
�
４
８
２
３：

直
通
）

　

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害

者
控
除
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
手

帳
等
を
お
持
ち
の
方
は
申
告
時
に

手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
で
な
い　

歳
以
上

６５

の
方
で
も
、
一
定
の
基
準
を
満
た

す
方
に
つ
い
て
は
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」を
提
示
す
る

こ
と
で
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

認
定
書
は
、
市
に
申
請
し
て
い

た
だ
き
、
審
査
基
準
を
満
た
し
た

方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

◎
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
寝

た
き
り
や
準
寝
た
き
り
の
方

◎
障
害
の
程
度
が
障
害
手
帳
保
持

者
に
準
じ
る
方

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係（
�
�
４
０
４
６：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉

係（
�
�
５
４
２
２：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係

（
�
�
４
８
１
５：

直
通
）

　

本
市
病
院
事
業
は
、
市
町
合
併

に
伴
い
、
３
つ
の
公
立
病
院
が
存

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
今
後
３
医

療
セ
ン
タ
ー
が
市
民
の
健
康
増
進

に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
医
療
体
制
で
あ
る
べ
き
か
な

ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　
　

月
か
ら
月
１
回
ず
つ
の
ペ
ー

１０
ス
で
開
催
さ
れ
、
今
後
は　

月　
１２

２５

日（
月
）、
１
月　

日（
水
）、
２
月

３１

　

日（
月
）、
３
月　

日（
火
）、
い

２６

２７

ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
出
水
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
２
階
講
堂
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

出
水
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー（
�
�
１
６
１
１
）

　

県
で
は
、
昨
年　

月
か
ら
水
俣

１０

病
総
合
対
策
医
療
事
業
に
関
す
る

保
健
手
帳
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申

請

者　

本
人（
代
理
人
の
申

請
も
可
）

申
請
書
類
の
配
布
・
提
出
先

　

県
庁
環
境
政
策
課

　

本
庁
保
健
環
境
課
予
防
係

申
請
費
用　

無
料（
添
付
書
類
作

成
に
関
す
る
費
用
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
庁
環
境
政
策
課（
�
０
９
９

―
２
８
６
―
２
５
８
４
）

▽
本
庁
保
健
環
境
課
予
防
係

　
（
�
�
４
０
４
３：

直
通
）

水
道
使
用
量
の

繰
り
上
げ
検
針
を
行
い
ま
す

水
俣
病
総
合
対
策
医
療
事
業（
新

保
健
手
帳
）の
申
請
を
受
け
付
け

障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
基
準

出
水
市
病
院
事
業
在
り
方
検
討

委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

税務課からのお知らせ
　１２月は、給与等に係る源泉所得税の
年末調整の月です。
　大部分の給与所得者は、年末調整に
より、その年の納税を完了することに
なりますので、勤務先に扶養親族や保
険料などの申告を正しく行うことが大
切です。
　年の途中で結婚や就職、出産などに
より扶養親族に異動があった方は、扶
養控除等申告書の変更が必要ですので
ご注意ください。
問い合わせ先
　出水税務署法人課税部門（��０１７１）

日　時　１２月２４日（日）午前９時～正午
　　　　　　　　　　（午前８時３０分から受け付け）
場　所　市青年の家（つどいの広場・本館）
　　　　※雨天時は屋内で実施します。

対象者　家族、友達同士などのグループ
　　　　（小学３年生以下は保護者同伴）
内容および定員
　自然の素材を使った創作活動
　●ミニ門松コース（４０組）
　◆しめ縄コース（２５組）
　▼こまコース（２５組）
　★正月の遊びコーナー（申し込みの必要はありませ
ん。）

持ってくるもの（準備可能な人のみ）
　●ミニ門松コース…竹用のこぎり、せん定ばさみ
　◆しめ縄コース……はさみ
参加料　１人１００円
申し込み方法
１２月１５日（金）までに、市青年の家に電話または
ファックスでお申し込みください。
問い合わせ先
　市青年の家（��２１３５、FAX�９４１７）

～家族や友達と一緒に青年の家の冬を楽しもう～

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成１８年度冬の自然まつり「正月を手作りで！」
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�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
の
児
童

１９

ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
障
害
児
児
童
ク
ラ
ブ（
児
童
ク

ラ
ブ
ま
な
づ
る
）

対
象
者　

養
護
学
校
お
よ
び
小
・

中
学
校
特
殊
学
級
に
在
学
す
る

児
童
・
生
徒

募
集
人
員　
　

人
２０

◎
そ
の
他
の
児
童
ク
ラ
ブ

対
象
者　

出
水
、
西
出
水
、
東

出
水
、
米
ノ
津
、
米
ノ
津
東
、

高
尾
野
、
下
水
流
、
野
田
の
各

小
学
校
に
在
学
す
る
１
年
生
か

ら
３
年
生
の
児
童
の
う
ち
、
保

護
者
が
仕
事
等
に
よ
り
昼
間
、

家
庭
に
い
な
い
者

募
集
人
員　

西
出
水
お
よ
び
米
ノ

津
東
は
各　

人
、
野
田
は　

人
、

４０

２５

そ
れ
以
外
は
各　

人
３５

受
付
期
間　

１
月
４
日（
木
）か
ら

同　

日（
水
）ま
で（
土
曜
・
日

１７
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

申
し
込
み
方
法

本
庁
・
各
支
所
の
担
当
係
ま
た

は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
本

庁
・
各
支
所
の
担
当
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
会

員
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
ク
ラ
ブ
の
概
要

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
�
�
４
０
４
７：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉

係（
�
�
５
４
２
２：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　
（
�
�
４
８
１
５：

直
通
）

　

平
成　

年
度
の
市
立
幼
稚
園
の

１９

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

◎
入
園
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
る

幼
児

◎
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
同　

１３

１６

年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児

申
し
込
み
方
法　

各
幼
稚
園
お
よ

び
本
庁
学
校
教
育
課
、
各
教
育

支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書

（　

月
８
日
か
ら
配
布
）に
必
要

１２事
項
を
記
入
の
上
、
希
望
す
る

幼
稚
園
に
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　
　

月　

日（
月
）か
ら

１２

１１

同　

日（
水
）ま
で（
土
曜
・
日

２０
曜
日
は
除
き
ま
す
。）

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

　

各
幼
稚
園
と
も
、
午
後
２
時　
３０

分
か
ら
同
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園
ま
た
は
本
庁
学
校
教

育
課（
�
�
４
０
７
９：

直
通
）

児
童
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
募
集

会　　　費　　　等時　　　　　間場　所名　称

土曜日含む
（月額）

平日のみ
（月額）①平日（月曜日から

　　金曜日まで）
　→下校時から
　　　午後６時まで
②学校休業日（日曜日・
　　祝日を除く土曜日等）
　→午前８時３０分から
　　　午後６時まで

各 小 学
校・幼稚
園 の 空
き教室

出 水
東 出 水
米 ノ 津
高 尾 野
野 田 ４，９００円３，４００円８月以外の月

８，７００円７，２００円８月

専用の
クラブ室

西 出 水
米ノ津東
下 水 流 １１，９００円１０，０００円夏休み期間のみ

※上記のほか、傷害保険料、お
やつ代等まなづる

幼
稚
園
児
を
募
集

各幼稚園の募集予定人員

電話番号募集予定人員市 立 幼 稚 園

�２１５８５８人西出水小附属紫翠幼稚園

�２１６３２６人東出水小附属幼稚園

�２９３８１７人米ノ津小附属幼稚園

�１０２３６７人米ノ津東小附属幼稚園

�２９１９３０人切通小附属幼稚園

�３６７０２７人荘 小 附 属 幼 稚 園

�２０６７７３人野田小附属幼稚園

「子ども読書活動推進計画」づくりの協力者を募集

話し合い内容と人員数
　①計画（案）を準備するための話し合い・・・・・３人
　②準備された計画（案）の最終決定のための話し合
い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２人

話し合いの時期
　平成１９年１月から２月にかけて行います。

対象者《次の条件を満たす方》
　◎本が好きで子どもの読書活動に関心がある方
　◎子育ての経験がある市内在住の方
申し込み方法
任意の用紙に次の事項を記入して、市立中央図書館に
お届けください（ファックスも可）。
　●住所および連絡先（電話番号）　●氏名
　●年齢　●性別　●応募の動機（４００字程度）
　●略歴（職業や市民活動など）
　●話し合い内容の希望
申込期限
　１２月２０日（水）
※申込者が多数の場合、申込書類で選考させていただき
ます。ご了承ください。
申込・問い合わせ先
　出水市立中央図書館
　　〒８９９－０２０５　出水市本町３番１４号
　　　（��２１０５、FAX�９４３９）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　市教育委員会では、子どもの読書活動推進のた

めの計画づくりをお手伝いいただける方を募集し

ています。この計画は子ども（乳幼児から高校生

まで）の読書活動を活発にしていこうとするもの

です。

　計画はいろいろな立場の関係者で話し合ってつ

くりあげる予定で、この関係者の一部として５人

の方に協力をお願いするものです。
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国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教

育
に
関
す
る
家
庭
の
経
済
負
担
の

軽
減
と
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る

国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
公
的
な

融
資
制
度
で
あ
る「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」を
扱
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者

で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が
給
与

所
得
者
に
つ
い
て
は　

万
円
以

９９０

内
、
事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は

　

万
円
以
内
の
方

７７０
使
い
み
ち　

学
校
に
入
学
・
在
学

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

※
学
校
納
付
金（
入
学
金
、
授
業

料
）、
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
、
教

科
書
代
、
通
学
費
用
な
ど

融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
に

つ
き　

万
円
以
内

２００

利　
　

率　
　

㌫
２.３

返
済
期
間　
　

年
以
内（
交
通
遺

１０

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
方

に
つ
い
て
は
１
年
の
延
長
が
可

能
で
す
。）

据
え
置
き
期
間　

在
学
期
間
内
で

元
金
の
返
済
を
据
え
置
く
こ
と

が
で
き
ま
す（
利
息
の
み
の
返

済
と
な
り
ま
す
）。

保　
　

証　
（
財
）教
育
資
金
融
資

保
証
基
金
ま
た
は
連
帯
保
証
人

（
１
人
以
上
）

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
川
内
支
店

融
資
相
談
係（
�
０
９
９
６
―

２
０
―
２
１
９
１
）

　

市
で
は
、
起
業
家
の
育
成
、
ま

た
は
新
規
創
業
者
の
支
援
の
た
め

に
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用

し
て
商
業
等
の
事
業
を
開
始
さ
れ

る
方
に
、
家
賃
の
２
分
の
１（
限

度
額
５
万
円
／
月
）を
１
年
間
助

成
す
る「
空
き
店
舗
再
開
事
業
奨

励
金
交
付
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

商
店
街
の
空
き
店
舗
で

事
業
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

助
成
の
要
件

▼
市
内
の
空
き
店
舗
で
、
所
有
者

か
ら
直
接
賃
貸
す
る
こ
と

▼
１
年
以
上
継
続
し
て
営
業
す
る

こ
と

▼
昼
間
中
心
の
事
業
を
営
む
こ
と

▼「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

に
規
定
す
る
風
俗
営
業
以
外
の

業
務
を
営
む
こ
と

▼
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
（
�
�
４
０
５
９：

直
通
）

▽
出
水
商
工
会
議
所

　
（
�
�
１
３
３
７
）

▽
鶴
の
町
商
工
会（
�
�
１
０
６
５
）

　本市では、１人でも多くの市民の皆さんに行政情報を
知っていただくために、電子メールを利用した「出水市
メールマガジン配信サービス」を実施しています。
　現在、“出水市イベント情報”、“出水市防災・災害情
報”、“出水市不審者情報”の３種類のメールマガジンを
配信しています。
　メール配信を希望される方は、携帯電話またはパソコ
ンで本市ホームページから希望するメールマガジンに
メールアドレスの登録を行ってください。
●登録は無料ですが、メール送受信にかかる費用は登録
された方の負担となります。
●インターネットを利用したサービスのため、諸事情に
より着信が遅れたり、メールが届かないことがありま
すのでご了承ください。
●収集したメールアドレスは、当メール配信サービス以
外の目的では使用しません。
●迷惑メールの防止のために指定受信／拒否等の設定を
されている場合は、メールが届きませんので必要な措
置をお願いします。

問い合わせ先　本庁情報管理課情報管理係（��４０３５：直通）

防災情報、不審者情報、イベント情報をメールで配信中防災情報、不審者情報、イベント情報をメールで配信中

パソコンからの申し込み画面

携帯電話からの申し込み画面

日　　時　１２月１７日（日）　午後１時
場　　所　市文化会館
入 場 料　無　料
出演団体    　オ        レンジ・メロディ、コールのだ、LITTLE  

　

STARS、コールメイプル、クレインコーラス、出
水ストリングスアンサンブル、市民バンドいずみ、
合唱団オーク、アンサンブルA・gain、混声合唱
団ソナーレ、コールひだまり、Ｈブラス、コール
出水、コンセールグラッシュ・グランドオーケス
トラ、東出水小学校吹奏楽部、西出水小学校
マーチングバンド、米ノ津中学校吹奏楽部、大
川内中学校器楽部、出水中央高等学校吹奏楽部、
出水市立少年少女合唱団／（順不同）

問い合わせ先　市中央公民館内社会教育課（��２１０６）

平成平成１８１８年度年度  出出水音楽祭を開催水音楽祭を開催
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こ
れ
ま
で
年
金
受
給
者
の
方
に

は
、
毎
年
１
回
、
誕
生
月
に
現
況

届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、

　

月
生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の

１２提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

◆
今
後
も
現
況
届
の
提
出
が
必
要

な
方

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
で
現
況
確
認
が
で
き
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

《
例
え
ば
》

◎
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

本
人
基
本
情
報（
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
住
所
）と
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民

票
コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な
い
方
。

※
該
当
者
に
は
、
随
時
、
社
会
保

険
庁
か
ら
住
民
票
コ
ー
ド
を
確

認
で
き
な
か
っ
た
旨
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

◎
外
国
籍（
外
国
人
登
録
）の
方

◎
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

◆
加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計
維

持
確
認
や
診
断
書
等
の
提
出
は
、

引
き
続
き
必
要
で
す

　

加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
生
計
維
持
の
確
認
が
必
要

な
方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
る「
生
計
維
持
確
認
届
」が
、

ま
た
、
障
害
の
程
度
の
確
認
が
必

要
な
方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
る
診
断
書
の
提
出
が
引
き

続
き
必
要
で
す
。

　

社
会
保
険
庁
で
は
国
民
年
金
保

険
料
の
強
制
徴
収
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
は
、

２０

６０

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
本

人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
は
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
無
年
金
者
が
多

く
な
る
と
、
世
代
間
扶
養
を
行
う

基
礎
年
金
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

度
重
な
る
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
保
険
料
を
納
め
な
い
方
に
対
し

て
は
、
納
め
て
い
る
方
と
の
不
公

平
を
な
く
す
た
め
、
法
律
に
基
づ

き
財
産
の
差
し
押
さ
え（
強
制
徴

収
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
も
う
一
度
納
め
忘
れ
が

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
　

月　

日（
火
）

１２

１２

時　

間　

午
前　

時
か
ら
午
後
３

１０

時
ま
で

場　

所　

高
尾
野
支
所
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
課
国
民
年
金
係

　
（
�
�
４
０
３
９：
直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
５
４
１
６：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
４
８
１
４：

直
通
）

　
「
よ
く
当
た
る
先
生
を
連
れ
て

き
た
。
無
料
で
姓
名
判
断
を
し
て

あ
げ
る
」と
言
っ
て
家
の
中
に
上

が
り
込
み
、
そ
の
後
長
時
間
に
わ

た
っ
て「
災
い
を
招
く
印
相
だ
」、

「
息
子
が
早
死
に
す
る
」な
ど
と
不

安
を
あ
お
り
、「
こ
れ
を
作
れ
ば

神
様
が
守
っ
て
く
れ
る
」、「
独
身

の
息
子
に
良
縁
が
あ
る
」と
言
っ

て
、
高
額
な
印
鑑
を
売
り
つ
け
ら

れ
た
と
い
う
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
霊
感
商
法
・
開
運
商
法

と
言
わ
れ
る
悪
質
商
法
の
一
つ
で
、

無
料
と
か
手
ご
ろ
な
相
談
料
を
う

た
っ
て
近
づ
き
ま
す
。

　

こ
の
事
例
の
ほ
か
に
、「
家
相

が
悪
い
」、「
先
祖
の
た
た
り
が
あ

る
」、「
家
族
が
病
気
に
な
る
」な

ど
人
の
不
安
や
信
仰
心
に
付
け
込

み
、「
災
い
を
逃
れ
る
」、「
運
が

開
け
る
」な
ど
と
言
っ
て
、
つ
ぼ
・

念
珠
・
水
晶
・
多
宝
塔
・
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
の
商
品
を
売
り
つ
け

た
り
、
供
養
・
除
霊
・
祈
と
う
を

押
し
売
り
し
た
り
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

非
科
学
的
・
宗
教
的
な
商
品
だ

け
に
、
販
売
価
格
は
高
額
な
も
の

が
多
く
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
何
百

万
円
・
何
千
万
円
単
位
に
及
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
度
応

じ
る
と
次
々
と
別
の
商
品
を
売
り

つ
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　

調
べ
よ
う
の
な
い
霊
や
た
た
り

を
持
ち
出
さ
れ
、
巧
み
な
話
術
に

よ
っ
て
、
迷
信
と
思
っ
て
い
る
人

で
も
簡
単
に
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
最
初
か

ら
話
を
聞
か
な
い
方
が
賢
明
で
す
。

即
決
す
る
こ
と
は
避
け
、
友
人
や

相
談
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

（
�
�
４
０
４
２：

直
通
）に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

気
を
付
け
よ
う

　

霊
感
商
法
・
開
運
商
法

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

月
生
ま
れ
の
方
か
ら
、

１２現
況
届
の
提
出
が

原
則
不
要
と
な
り
ま
す
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食
事
は
、
毎
日
欠
か
せ
な
い
大

切
な
も
の
で
す
。
単
に
体
に
必
要

な
栄
養
素
を
と
る
と
い
う
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
心
に
も
満
足
感
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
１
日
の
中
で

も
食
事
の
時
間
を
大
切
に
し
、
心

身
と
も
に
満
足
で
き
る
食
習
慣
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
生
活
を
見
直
す
こ
と

は
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康

に
過
ご
す
た
め
の
基
本
に
も
な
り

ま
す
。
最
近
の
食
生
活
に
関
す
る

調
査
で
は
、
朝
食
の
欠
食
、
野
菜

の
摂
取
不
足
、
脂
質
摂
取
の
増
加

等
食
生
活
の
乱
れ
や　

歳
以
上
の

３０

男
性
の
肥
満
、
若
い
女
性
の
低
体

重
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
自
分
の
食
生
活
を
振
り
返

り
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず

つ
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
振
り
返
る
ポ
イ
ン
ト
◆

食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？

◎
心
も
体
も
満
足
で
き
る
環
境
づ

く
り
を（
家
族
そ
ろ
っ
て
の
食

事
、
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
べ

る
時
間
的
な
余
裕
な
ど
）

食
事
の
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
か
？

◎
１
日
３
回
規
則
的
に
食
事
を

◎
夜
食
や
間
食
は
ほ
ど
ほ
ど
に

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
ま

す
か
？

◎
主
食（
ご
は
ん
・
パ
ン
等
）＋
主

菜（
肉
類
・
魚
介
類
・
卵
等
）＋

副
菜（
野
菜
・
根
菜
・
海
藻
・

き
の
こ
等
）＋
汁
物（
１
日
１
〜

２
杯
）の
組
み
合
わ
せ
が
基
本

◎
牛
乳
や
乳
製
品
も
十
分
に

薄
味
に
心
掛
け
て
い
ま
す
か
？

◎
食
塩
は
１
日　

�
以
下
を
目
安

１０

に
◎
し
ょ
う
ゆ
の
代
わ
り
に
、
レ
モ

ン
や
酢
の
利
用
を

自
分
の
身
体
活
動
量
に
合
っ
た
食

事
の
量
で
す
か
？

◎
早
食
い
せ
ず
、
よ
く
か
ん
で
腹

八
分
目
に

◎
体
重
の
チ
ェ
ッ
ク
も
忘
れ
ず
に

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
忘
れ
て
も
好
き
だ
よ　

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
！（
ダ
グ
マ
ー
・
Ｈ
・
ミ
ュ

ラ
ー
）▼
い
い
か
ら　

い
い
か
ら

（
長
谷
川
義
史
）▼
お
じ
さ
ん
あ
そ

び
ま
し
ょ（
長
新
太
）▼
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
ふ
く
ろ
の
な
か（
安
野

光
雅
）▼
う
ち
の
マ
マ
っ
て
す
て

き
な
の（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ

ン
）▼
ち
び
く
ま
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ア
リ
ソ
ン
）▼
と

も
だ
ち　

お
ま
じ
な
い　

お
れ
た

ち
、と
も
だ
ち
！（
内
田
麟
太
郎
）

▼
も
り
の
て
が
み（
片
山
令
子
）▼

ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う（
飯

野
和
好
）…
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

▼
魔
女
に
な
り
た
い
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
と
奇
妙
な
仲
間
た
ち（
テ

リ
ー
・
プ
ラ
チ
ェ
ッ
ト
）▼
旅
す
る

ヤ
ギ
は
バ
ラ
ー
ド
を
歌
う（
ジ
ャ

ン
・
ク
ロ
ー
ド
・
ム
ル
ル
ヴ
ァ
）▼

ゆ
き
の
し
た
の
な
ま
え（
ク
ロ
ー

ド
・
マ
ル
タ
ン
ゲ
）▼
ア
マ
チ
ェ
ム

星
の
セ
ー
メ（
ロ
ベ
ル
ト
・
ピ
ウ

ミ
ー
ニ
）…
等

《
高
校
生
・
一
般
》

▼
美
丘（
石
田
衣
良
）▼
養
老
院
よ

り
大
学
院　

学
び
直
し
の
ス
ス
メ

（
内
館
牧
子
）▼
リ
ミ
ッ
ク
ス（
藤

田
宜
永
）▼
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ（
さ

く
ら
も
も
こ
）▼
海（
小
川
洋
子
）

▼
東
京
公
園（
小
路
幸
也
）▼
百
万

遍　

古
都
恋
情（
花
村
萬
月
）▼
ど

れ
く
ら
い
の
愛
情（
白
石
一
文
）▼

建
築
探
偵
桜
井
京
介　

館
を
行
く

（
篠
田
真
由
美
）▼
わ
れ
ら
猫
の
子

（
星
野
智
幸
）▼
サ
ル
ビ
ア
の
記
憶

（
海
老
沢
泰
久
）▼
双
六
で
東
海
道

（
丸
谷
才
一
）▼
中
原
の
虹　

二

（
浅
田
次
郎
）▼「
伝
え
る
言
葉
」プ

ラ
ス（
大
江
健
三
郎
）▼
華
の
棺

（
西
村
京
太
郎
）▼
還
ら
ざ
る
道

（
内
田
康
夫
）▼
奇
謀　

真
田
幸
村

の
遺
言（
鳥
羽
亮
）▼
冬
至
祭（
清

水
義
範
）▼
水
辺
に
て（
梨
木
香

歩
）▼
奸
婦
に
あ
ら
ず（
諸
田
玲

子
）▼
タ
ル
ド
ン
ネ　

月
の
町（
岩

井
志
麻
子
）…
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日
午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】　

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
４
月
曜
日
午
前　

時
１０

食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

12月の休館日開 館 時 間

４日、１１日、１８日、
２３日、２５日、２９日、
３０日、３１日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

中 央 図 書 館
（��２１０５）

７日、１４日、２１日、
２８日、２９日、３０日、
３１日

午前９時～午後６時高 尾 野 図 書 館
（��５４５２）

１日、８日、１５日、
２２日、２３日、２９日、
３０日、３１日

午前９時～午後６時野 田 図 書 館
（��３１００）

図
書
館
だ
よ
り

「図書館のつどい」を開催します

おはなしやうたなどで、
楽しい時間をすごしませんか？

日　時　１２月２３日（土）　午前１０時～正午
場　所　中央図書館　研修室

※当日は図書館の本の貸し出しはできません。
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月　

日
、
荘
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
部

１０

２０

室「
飛
翔
館
」で
、
出
水
平
野
で
越
冬
す
る
ツ

ル
の
羽
数
調
査
打
ち
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
に
は
、
同
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
と
高
尾
野
中

学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
代
表
お
よ
び
関
係
者
ら

　

人
が
出
席
し
、
調
査
方
法
や
日
程
を
確
認

２４し
ま
し
た
。

　

荘
中
学
校
３
年
の
島
�
一
輝
部
長
は
、

「
的
確
な
調
査
を
し
て
、　

季
連
続
の
万
羽

１０

ヅ
ル
に
な
れ
ば
」と
話
し
、
高
尾
野
中
学
校

３
年
の
川
俣
愛
さ
ん
は
、「
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
や
り
通
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

羽
数
調
査
は
、　

月　

日
か
ら
来
年
１
月

１１

１１

ま
で
計
６
回
実
施
。
最
も
多
か
っ
た
羽
数
を

今
季
の
渡
来
数
と
し
て
県
ツ
ル
保
護
会
が
確

定
し
ま
す
。

　

上
場
地
区
の
畜
産
農
家
と
地
区
外
の
市
民

ら
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　
IN

上
場
高
原
」が　

月
９
日
、
上
場
小
学
校
の

１０

校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
上
場
地
区
畜
産
振
興

会（
前
田
正
道
会
長
）が
消
費
者
と
の
交
流
や

牛
肉
・
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
企
画
。

毎
年
コ
ス
モ
ス
が
満
開
と
な
る
こ
の
時
期
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
市
民
ら
約　

２３

４００

人
が
参
加
。
同
地
区
で
生
産
さ
れ
た
牛
肉
や

野
菜
、
搾
り
立
て
の
牛
乳
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　

出
水
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も

あ
り
、
参
加
者
は
高
原
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
鉄
道
の
日（
同　

日
）に
ち
な

１０

１５

１４

み
、
本
市
の
Ｊ
Ｒ
九
州
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
の
両
出
水
駅
で「
鉄
道
の
日
大
感
謝
祭　
in

出
水
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
れ
ん
じ
鉄
道
出
水
車

両
基
地
の
見
学
や
Ｎ
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
展

示
走
行
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
水
保
育
園
の
園
児
、
森
明
日
夏

ち
ゃ
ん
と
石
元
武
瑠
く
ん
が
Ｊ
Ｒ
１
日
駅
長

を
務
め
、
新
幹
線
つ
ば
め
に
出
発
合
図
を
送

る
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

読
書
に
親
し
む
機
会
を
つ
く
ろ
う
と「
読

書
ひ
ろ
ば
」が　

月　

日
、
高
尾
野
農
村
環

１０

２２

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約　

人
の
参
加
者

２５０

は
、
学
校
や
地
域
の
読
書
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

手
作
り
の
紙
芝
居
や
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、

寸
劇
、
歌
あ
そ
び
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
治
木
町
の
読
書
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
人
形
劇
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
や
影
絵
も
あ

り
ま
し
た
。

　

友
達
と
来
て
い
た
下
水
流
小
学
校
４
年
の

篠
原
千
春
さ
ん
は
、「
影
絵
が
楽
し
か
っ
た
。

読
書
は
大
好
き
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

読
書
の
秋

本
に
親
し
む

１
日
駅
長
を
体
験

ツ
ル
羽
数
調
査
を
打
ち
合
わ
せ

高
原
の
秋

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
満
喫

Ｎゲージトレインの展示走行Ｎゲージトレインの展示走行
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　今年５月の夏場所で現役を引退した大相撲の“隆
の鶴親方（元幕内隆の鶴：早馬出身）”の断髪式が１０
月９日、東京都内のホテルで行われました。
　式には関係者ら約４７０人が出席。渋谷市長をはじ
め約１５０人がはさみを入れ、最後に師匠の鳴戸親方
が 大  銀  杏 を切り落としました。

おお い ちょう

　１０月１２日、第６回肥薩おれんじ鉄道利用グラウン
ドゴルフ大会が開催され、沿線市の６４チームが参加
し、日ごろ鍛えた腕を競い合うとともに沿線市間の
交流が図られました。
《優勝》団体の部：今釜町ＧＧクラブ
　　　個人の部：瀬戸口栄子（今釜町ＧＧクラブ）

　今年９月に発足した高尾野小学校「おやじの会（山
口裕和会長）」１３人による防犯パトロール隊の出発式
が１０月１７日、同校で行われました。
　全校児童が見守る中、パトカーを先頭に青色回転
灯をつけた同会の“青パト”が出発。登下校を中心に
会員が交代で巡回し、児童の安全を守ります。

　１０月２０日、馬籠和夫さん（芭蕉）が市内の小学校で
使ってほしいと、手作りの竹ぼうき１００本を市教育
委員会に寄贈しました。
　馬籠さんは、「ちょうど落ち葉の季節に間に合い
ました。掃除で使ってもらい、きれいな環境で勉強
してほしい」と話していました。

大
銀
杏
に
別
れ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

楽
し
く
交
流

お
や
じ
の
会
が

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

手
作
り
の

竹
ぼ
う
き
を
寄
贈

　鹿児島県ツル保護会の総会が１０月６日、ツル博物
館クレインパークいずみで開かれました。
　新出水市になったことにより同会の組織が再編さ
れ、会長に渋谷市長が着任しました。今年度の事業
として、ツル保護対策の研究、ツルの生態調査など
６項目の事業計画が可決されました。

　１０月８日、上場地区で、平成１８年度新出水市発足
記念事業史跡めぐり歩こう大会が開催されました。
　この大会は、市内の史跡を歩いて訪ね、郷土の歴
史と文化を学び、健康増進を図ろうと毎年開催。
１１０人の参加者は、見ごろを迎えたコスモスも楽し
みながら、気持ちよく歩きました。

上
場
高
原
を
歩
こ
う

県
ツ
ル
保
護
会
が

総
会
を
開
催

はさみを入れる渋谷市長はさみを入れる渋谷市長
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飲
酒
運
転
を
な
く
そ
う
と　

月
２
日
、
出

１１

水
公
会
堂
で
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
決
起
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
商
工
会
議
所
が
市
内
の
各
種
団
体
や

事
業
所
な
ど
に
呼
び
か
け
て
行
わ
れ
、　

団
３４

体
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３５０

　

大
会
で
は
、
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
の
川
原

慎
太
郎
さ
ん
が
、「
相
互
に
戒
め
合
い
、
悪

習
を
一
掃
す
る
地
域
社
会
を
目
指
そ
う
」と

宣
言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
、�
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
飲
酒
運
転
�な
ど

と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
市
民

に
配
り
な
が
ら
、
公
会
堂
か
ら
川
端
通
り
、

本
町
商
店
街
を
通
り
、
出
水
駅
ま
で
の
約
２

�
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

中
町（
出
水
）商
店
街
に　

月　

日
、「
さ

１０

３０

わ
や
か
出
水　

来
て
喜
て　

サ
ロ
ン
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
女
性
団
体「
さ
わ
や
か

出
水
女
性
の
集
い（
矢
野
ミ
ツ
会
長
）」が
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
異
年
齢
の
交
流
と

商
店
街
の
活
性
化
を
目
的
に
、
同
商
店
街
の

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の

で
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
農
産
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
有
資
格
者
に
よ
る
茶

道
、
英
会
話
、
手
話
教
室
も
開
催
。
土
曜
・

日
曜
日
に
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

矢
野
会
長
は
、「
年
齢
を
問
わ
ず
、
皆
さ

ん
に
楽
し
い
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
ほ

し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
３
日
、
出
水
商
業
高
校
で「
出
水
商

１１
業
デ
パ
ー
ト
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
徒
が
仕
入
れ
か
ら
、
経
理
ま

で
を
担
当
し
、
買
い
物
客
と
接
す
る
こ
と
で

販
売
の
技
術
や
接
客
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
文
化
祭
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

体
育
館
で
は
、
食
料
品
、
衣
料
品
、
観
葉

植
物
の
ほ
か
、
電
化
製
品
や
県
内
専
門
高
校

生
産
加
工
品
な
ど
を
販
売
。
ま
た
、
校
庭
で

は
、
車
も
販
売
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
た
、
中
尾

洋
夢
さ
ん（
２
年
）は
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
、

お
客
さ
ん
も
多
く
、
売
れ
行
き
が
良
か
っ
た

の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
久
保
地
区
村
づ
く
り
物
産
直
売
所「
山

ん 
神 
」で
は
、
開
店
４
周
年
を
記
念
し
て　

か
ん

１１

月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
感
謝
セ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

店
頭
に
は
、
会
員
か
ら
出
品
さ
れ
た
野
菜
、

花
の
苗
、
植
木
、
海
産
物
な
ど
が
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
特
別
価
格

と
あ
っ
て
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、
大
久
保
保
育
園
の
園
児
が
描

い
た
野
菜
や
果
物
の
絵
も
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
日
に
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
、
日

用
品
や
農
機
具
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
出

品
さ
れ
、
参
加
者
の
掛
け
声
と
笑
い
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

「
山
ん
神
」

開
店
４
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

商
業
デ
パ
ー
ト
、
大
盛
況
！

飲
酒
運
転
撲
滅
を
宣
言
！

空
き
店
舗
を
憩
い
の
場
に
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　１０月２３日、出水小学校の全校児童が出水麓武家屋
敷群の清掃を行いました。
　地域の方々と協力して清掃し、環境美化の意識を
高め、校区内にある武家屋敷群を大切にすることを
目的に毎年行われている学校行事のひとつです。

　１０月２５日、観光関係の従事者を対象とした観光ア
カデミー接遇研修が、本庁大会議室で開かれました。
　この研修は、出水市もてなしの心育成協議会（茂
原真琴会長）が、観光客に対する接遇の基本など身
につけてもらおうと毎年行っているもので、今年は、
２２団体、約８０人の参加がありました。

　１１月５日、第１回野田郷大運動会が盛大に行われ
ました。１１の地区に編成され、綱引きや夫婦相和し
（夫婦での二人三脚）、地区対抗リレーなどに多くの
地域住民が参加し、熱戦が繰り広げられました。
優勝：屋地・旭チーム、準優勝：瀬戸・中郡チーム
３位：熊陳チーム、躍進賞：屋地・旭チーム

　１１月６日、危険業務従事者叙勲を受章された元出
水消防署長の武田勲さんが市長室を訪れました。
　危険業務従事者叙勲は、春秋の叙勲とは別に、現
場で危険な業務に精励された方を対象とするもので、
武田さんの受章は、永年、消防業務に尽力された功
績によるものです。

麓
武
家
屋
敷
群
を

き
れ
い
に

も
て
な
し
の
心
で

接
し
ま
し
ょ
う

優
勝
屋
地
・
旭
チ
ー
ム

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
章

　１０月２０日、鹿児島県ツル保護会（会長・渋谷市長）
とツル休遊地地権者会（尾野島平会長）との平成１８年
度ツル休遊地借り上げ確約書の調印式が、市長室で
行われました。
　借り上げ料は１０�当たり４万円とすることで合意。
１２年連続の据え置きとなりました。

　１０月２１日、２２日に宮崎県で開催された「第３４回九
州視覚障害者サウンドテーブルテニス大会」に、荒
木國吉さん（名古東）が鹿児島県代表として参加され
ました。
　荒木さんは、個人戦の全盲男子の部で優勝。また、
団体の部でも優勝されました。

九
州
大
会
で
優
勝

ツ
ル
休
遊
地

借
り
上
げ
確
約
書
に
調
印賞状を手にする荒木さん賞状を手にする荒木さん（右）（右）
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（
出　

生　

児
）　

（
保
護
者
）

上　

野　
　
 
航 　
　

（　

司　

）

こ
う

 
　

川　
 
博 　
 
矢 　

（
勝　

博
）

ひ
ろ 

や

山　

田　
 
慶 　
 
翔 　

（
隆　

之
）

け
い 

と

井　

幕　
 
匠 　
 
海 　

（
充　

彦
）

た
く 

み

坂　

口　
 
美 　
 
遥 　

（
雅　

彦
）

み 

ゆ

前　

田　
 
悠 　
 
貴 　

（
忠
博
・
美
貴
）

ゆ
う 

き

齊　

藤　
 
幸 　
 
仁 　

（
靖　

幸
）

ゆ
き 

と

外　

園　
 
太 　
 
陽 　

（
雄　

一
）

た
い 

よ
う

飛　

永　
 
大 　
 
維 　

（
雄
一
郎
）

は
る 

た
だ

田　

中　
　
 
岬 　
　

（　

健　

）

み
さ
き

松　

田　
 
颯  
太  
朗 　

（　

毅　

）

そ
う 
た 
ろ
う

樋　

渡　
　
 
叶 　
　

（
大　

輔
）

き
よ
う

山　

口　
 
翔 　
 
太 　

（
貴　

光
）

し
よ
う 

た

花　

田　
 
侑 　
 
弥 　

（
寿　

一
）

ゆ
う 

や

小　

田　
 
晴 　
 
斗 　

（
隼　

人
）

は
る 

と

梅　

園　
 
真 　
 
吾 　

（
修　

永
）

し
ん 

ご

北　

野　
 
秋 　
 
華 　

（
祥　

司
）

し
ゆ
う 

か

江
川
野　
 
佑 　
 
娃 　

（
充　

司
）

ゆ 

あ

池　

嵜　
 
竣 　
 
太 　

（
幸　

太
）

し
ゆ
ん 

た

緒　

方　
 
佑 　
 
弥 　

（
直　

幸
）

ゆ
う 

や

宇　

都　
 
智 　
 
瑛 　

（
達　

郎
）

と
も 

あ
き

脇　

田　
 
大 　
 
我 　

（
啓　

伸
）

た
い 

が

戸　

�　
 
彩 　
 
空 　

（
慎
一
郎
）

さ 

く

龍　

本　
 
一 　
 
刀 　

（
和　

生
）

い
つ 

と
う

住　

吉　
 
威 　
 
皇 　

（
卓　

郎
）

い 

お

神　

園　
 
駿 　
 
太 　

（
誉
嗣
紀
）

し
ゆ
ん 

た

原　

村　
 
紅 　
 
羽 　

（
孝
太
郎
）

く
れ 

は

田　

口　
 
和 　
 
暖 　

（
力　

也
）

か 

の
ん

岩　

本　
 
泰 　
 
智 　

（
圭　

介
）

た
い 

ち

林　
　
　
 
悠 　
 
斗 　

（
徹　

哉
）

ゆ
う 

と

�　

田　
 
優 　
 
奈 　

（
和　

也
）

ゆ 

な

赤　

塚　
 
瑠 　
 
衣 　

（
拓　

哉
）

る 

い

平　

澤　
 
紅 　
 
葉 　

（
和　

家
）

い
ろ 

は

山　

�　
 
佳 　
 
乃 　

（
貴　

志
）

よ
し 

の

窪　

田　
 
美 　
 
里 　

（
敏　

彦
）

み 

さ
と

西　

薗　

愛あ
い

   
　
 
羅 　

（
秀　

人
）

ら

元　

島　
 
知 　
 
子 　

（
秀　

人
）

と
も 

こ

上　

脇　
　
 
凌 　
　

（
誠　

也
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※歯科医院診療時間　午前８時～正午
�変更になることがあります。出水消防署
　（��０１１９）にお問い合わせください。

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医休日当番医

111111111111112222222222222212 月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事
３日（日）▼歳の市野田郷むらまつり（午前９時３０分・野

田農産加工施設前庭）
　　　　▼サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）１０日、１７日（同）
１７日（日）▼第１回市内地区対抗駅伝競走大会
　　　　　（午前９時・市陸上競技場、市内一円）
　　　　▼出水音楽祭（午後１時・市文化会館）
２３日（土）▼図書館のつどい（午前１０時・市立中央図書館）
２４日（日）▼冬の自然まつり「正月を手作りで！」（午前９

時・市青年の家）

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（１１月１日現在：住民基本台帳）

２万４，１２０（＋　１７）世 帯 数
５万８，２８８（＋　４０）人　　口
２万７，３１１（＋　３４）男
３万　９７７（＋　６）女

６５出　　生
４５死　　亡
１５２転　　入
１３２転　　出

（　）内は前月比

１２月　３日
元町（出水）�１０３３内　 科中 村（ 章 ）医 院
田 多 園�２００５内・外・児科来 仙 医 院
（阿久根市）�０５０８歯　 科橋 口 歯 科 医 院

１２月１０日
春 日 町�１５５９産 婦 科広 瀬 産 婦 人 科 医 院
東大野原（出水）�３１１１内 ・ 外 科吉 井 中 央 病 院
朝 日 町�０９７８歯　 科福 留 歯 科 医 院

１２月１７日
平良馬場�０２４１消化・内・外科クリニック．なかむら
大　　 和�００４８消化・内科恒 吉 医 院
中町（出水）�２６３４歯　 科塩 山 歯 科 医 院

１２月２３日
井　　 上�２３３３循環・内科北 満 病 院
西　　 町�８８０１整 外 科平田整形外科クリニック
上 沖 田�２５０１歯　 科福 原 歯 科 医 院

１２月２４日
広　　 瀬�０００９産・内・児科白 男 川 ク リ ニ ッ ク
仮　　 屋�２０２３内　 科野 田 医 療 セ ン タ ー
仲町（野田）�４７００歯　 科太 田 歯 科 医 院

１２月２９日
東大野原（出水）�１１８７耳鼻咽喉科せき耳鼻咽喉科クリニック
春 日 町�７０１１内・消化・放射お か だ ク リ ニ ッ ク

◎歯科医院は通常どおり
１２月３０日

六月田中�８２６０整 外 科整形外科ばばぐちクリニック
石坂（出水）�８３００内・胃腸科しもぞのクリニック
米ノ津駅通り�５８４４歯　 科し お 歯 科 医 院

１２月３１日
諏訪馬場�０４１９精神・内科出 水 病 院
大 久 保�００６５内・外・児科朝 倉 医 院
米ノ津駅通り�５８４４歯　 科し お 歯 科 医 院

平
成　

年
２
月　

日
ま
で

１９

２５

「
出
水
の
野
鳥
展
」

　
　
　
　

開
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クレインパークいずみ（��８９１５）

� ���������������������

【参加者】
種　　目　フルマラソン、１０㌔、３㌔
スタート　午前９時
参加資格　小学４年生以上の健康な方ならどなた

でも参加できます。
参 加 料　一　　　　般　３，０００円
　　　　　中学・高校生　１，５００円
　　　　　小　 学　 生　１，０００円
応募締切　１２月２１日（木）　※当日消印有効
※本市ホームページからも申し込みができます。
特　　典　参加者全員に参加賞（特産品等）をプレ

ゼントするほか、抽選で豪華賞品をプ
レゼントします。

申込・問い合わせ先　出水ツルマラソン大会実行
委員会事務局（本庁商工観光課内）（��４０６１）

◆平成１９年２月１１日（日）開催◆
参 加 者 募 集 ！

大会前日　平成１９年２月１０日（土）
◎午後３時から市陸上競技場で招待選手の早田俊
幸さんによる「ジョギング教室」を開催します。
（入場料は無料です。）
◎午後６時３０分から出水公会堂で前夜祭（開会式）
を開催します。

《前夜祭の内容および参加料》
開会式、アトラクション、抽選会、懇親会等を
予定しています。
　　一　　　　般　２，０００円（飲食代含む）
　　中学・高校生　１，５００円　 　〃
　　小　 学　 生　１，０００円　 　〃

第２１回出水ツルマラソン大会
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ヒ
ノ
タ
ニ
シ
ダ
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和　

年
に
本
市
の
樋
之
谷
で
発
見

１３

さ
れ
た
の
が
そ
の
名
の
由
来
で
す
。

　

大
き
な
葉
は
、
長
さ
１
�
に
達
し
、

色
は
赤
褐
色
ま
た
は
紫
褐
色
を
帯
び

て
光
沢
が
あ
り
ま
す
。

　

樋
之
谷
か
ら
定
之
段
に
至
る
渓
谷

は
シ
ダ
植
物
の
宝
庫
と
い
わ
れ
、
ヒ

ノ
タ
ニ
リ
ュ
ウ
ビ
ン
タ
イ
な
ど
珍
種

も
産
し
、
本
市
一
帯
に
は
約　

種
類

２００

の
シ
ダ
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ダ
植
物
の
茎
の
大
部
分
は
地
中

に
あ
り（
地
下
茎
）、
そ
こ
か
ら
葉
と

根
が
伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
は

咲
か
ず
、
湿
っ
た
場
所
を
好
み
ま
す
。

　

米
ノ
津
東
小
学
校
は
、「
花
と
あ
い

さ
つ
で
う
る
お
い
の
あ
る
学
校
」を
目

指
し
て
、
基
礎
学
力
の
定
着
、
心
の
教

育
・
健
康
安
全
教
育
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
し
い
食
事
の
在
り
方
、
望

ま
し
い
食
習
慣
、
食
事
を
通
し
た
豊
か

な
心
の
育
成
を
目
標
に
食
に
関
す
る
指

導
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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創立53周年　 
米ノ津東小学校 
〈校訓〉 
緑と、教師と 
　親の背で育む学校 
・学ぶ子 
・はげむ子 
・生きる子 児童数：447人 

『今月の問題』
　アイガモ農法で知られる
アイガモは、マガモと何の
交雑でしょう。
　
　　Ａ　カルガモ
　　Ｂ　アヒル
　　Ｃ　マガン
　
☆答えはホームページか　
　来月号で
　（先月号の答えは、
　Ｂのツバメでした。）

8ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルののののののののののののののののののののののののののののののののの観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ツルの観光シーズン到来！

クレインパーク撮影

　１１月１日、「市ツル観察センター」がオープンしまし
た。
　同日は、ツル供養の後、開所式が行われ、関係者や
多くの市民でにぎわいました。
　開所式では、ミス鶴むすめの交代式があり、第２０代
ミス鶴むすめが紹介されました（左から岩�めぐみさ
ん、沖洲のぞみさん、山口未来さん）。
　また、雲海酒造（株）の川越隆憲工場長より、ツルの
えさとして小麦１０�の贈呈があったあと、県ツル保護
会会長の渋谷市長らとミス鶴むすめが休遊地でえさの
小麦をまきました。

花とあいさつの学校花とあいさつの学校

安全パトロール安全パトロール交流給食交流給食チャレンジ・チャレンジ・
ザ・ゲーム大会ザ・ゲーム大会農業体験農業体験

子どもたちの安全を守るため、
保護者や地域の方々にパト
ロールしてもらい、交通事故
や不審者の予防に努めていま
す。

日ごろお世話になっている業
者の方をお招きして、一緒に
給食をとりながら、感謝の気
持ちを伝えます。

高学年の子どもたちが企画・
運営し、全校で趣向を凝らし
たさまざまなゲーム大会を行
います。

地域の方から借りた畑での芋
や大根などの野菜作りを通し
て、栽培の大変さや働くこと
の大切さを体験しています。


